
2023.8.1 ひきつほいくえん 看護師（星田）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いんふｒ１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  本格的な夏をむかえ、毎日暑い日が続いていますね。明るい笑顔の子どもたちは元気そうにみ

えても体は意外に疲れています。まだまだ続く長い夏！暑さに負けない体づくりのためにも食事、

睡眠、休息を上手にとって、この夏をのりきりましょう。 

 

月 ８ 

～夏かぜに注意しましょう～ 

夏かぜとはプール熱（咽頭結膜炎）、ヘルパンギーナ、手足口病など梅雨から夏にかけて子どもがかかりや

すい病気の総称です。先月から園では、熱や下痢などの症状やヘルパンギーナ、夏かぜと診断されてお休み

される子どもさんが増えました。とくにヘルパンギーナ、手足口病は口の中に発疹ができ、痛みのため食事が

とれなくなります。嘔吐や下痢の場合も体の中の水分が失われやすくなります。夏は汗をかくので脱水予防

のためにもこまめに水分補給をしてあげましょう。また、発熱後は一時的に体力が落ちてしまうので、熱が下

がっても一日はお家で安静に過ごしていただきますようお願いします。 

インフルエンザについて 

 咳、鼻水などの他に、高熱や頭痛、関節痛など

の症状が急に現れたら、インフルエンザかもしれ

ません。発熱などの症状で病院を受診される際

は、園でインフルエンザのお子さんがいることを

伝えて、検査をしていただくようお願いします。

また、登園再開の際は、かかりつけのお医者さ

んに登園できるまで回復しているか確認しても

らい、意見書の提出をお願いします。 


